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国立情報学研究所
開発・事業部コンテンツ課
GeNiiデモンストレーションシナリオ

この文書について
国立情報学研究所で、GeNii・NII学術コンテンツポータルの説明を行う場合の標準的なシナリオです。GeNiiとは何であるか、全体の概略を紹介することを目的としています。

このシナリオに基づくデモンストレーションの実演、このシナリオの加工・再配布等は、ご自由に行っていただいてさしつかえありません。（よりよいシナリオに改善された場合は、ぜひ国立情報学研究所にもお知らせください）
商用出版・営利目的の研修事業等での利用をご希望の場合は、事前に国立情報学研究所までご相談ください。
問い合わせ先

国立情報学研究所 開発・事業部 コンテンツ課 GeNii担当

〒101-8430　東京都千代田区一ツ橋２－１－２

E-mail:
geniiadm@nii.ac.jp

TEL:
03-4212-2300
優先度について

その項を説明する必要があるかどうかを示しています。

優先度3:
省略せず説明するのが望ましい。

優先度2:
時間に余裕があれば説明してもよい。
優先度1:
質問でも無ければ省略してかまわない。
デモンストレーションシナリオ 本編

【スタート】　(優先度:3)
これから、国立情報学研究所が提供するEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じーにぃ),GeNii)・EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えぬあいあい),NII)学術コンテンツポータルについて、実際の画面を見ていただきながら説明します。

『http://ge.nii.ac.jp/を開く』

【GeNii概説】　(優先度:3)
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じーにい),GeNii)とは、さまざまな学術情報コンテンツを検索・表示するためのサービスです。

ひとくちに「学術情報」と言ってもさまざまな種類が存在し、そのすべてを統一的に検索しようとすることは適当ではありません。そこで、それぞれの特徴に応じて特化した検索サービスが提供されています。
さらに、たとえばEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)で雑誌論文情報を発見したらEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)でその雑誌の所蔵図書館を見つける、というような各サービス間のシステム連携、探索しようとする情報がどのサービスに含まれるかを意識しなくてもまとめて検索する「総合検索システム」も提供されています。いわば学術情報探索のための統合環境がEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じーにい),GeNii)です。
【GeNiiの構成】　(優先度:3)
具体的にEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じーにい),GeNii)を構成するサービスとしては、現在次の4種類があります。

・学術雑誌論文情報を集めた「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにぃ),CiNii)」

・図書や雑誌の書誌および所蔵情報を扱う「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)」

・科学研究費補助金による研究成果を集めた「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かけん),KAKEN)」

・さまざまな分野の専門的なデータベースの集合である「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でーたべーすりぽじとり),DBR)」

さらに「総合検索」を加えたのが、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じーにい),GeNii)のサービスということになります。この中で、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)だけは一部有料のコンテンツを含みますが、他は無料で利用が可能です。

これから、それぞれのサービスについて説明していきます。

【GeNii総合検索】　(優先度:3)
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じーにい),GeNii)の最初の画面は、各サービスへの入り口になっていますが、いちばん上には「総合検索システム」の入力欄があります。ここに検索語を入力して検索ボタンを押すと、下の4種類のサービスをまとめて検索してくれます。

『検索語「嗅覚」を入力して検索ボタンを押す』

各データベースでの検索結果が、最初の3件ずつ、それぞれの段に表示されます。この検索結果から内容詳細が表示できます。
『タイトルをクリックして内容詳細を表示させる。次の説明前に閉じる』

また、それぞれのサービスで同じ検索をしたときの結果が表示されます。
『各サービスのバナー画像をクリックして個別結果一覧を表示させる』

【GeNii総合検索のねらい】　(優先度:2)
総合検索は、単独で強力な検索機能を持つデータベースを目指したものではなく、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じーにい),GeNii)サービス全体の中で「どこに」「どのようなデータが」「どのくらい」あるかを概観することを意図しています。おおよそのデータの存在を把握した上で、それぞれの利用者の目的に応じて個別のサービスを利用する入り口になるものです。
【EQ \* jc2 \* "Font:Arial" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)】　(優先度:3)
次に、論文情報ナビゲータEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)について説明します。EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)は、日本の学術論文を中心とした論文情報を収録・提供するサービスです。

『http://ci.nii.ac.jp/を開く。（GeNiiトップページからCiNiiのバナーをクリック）』

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)の一部の機能は、事前に利用登録が必要になります。登録すると使える機能については、登場した際に説明します。

今回は特に項目を限定せずに検索するところをご覧いただきますが、必要に応じて著者名とか論文タイトルとか、項目を限定して検索することもできるようになっています。

『簡単検索に「嗅覚　情報伝達」を入力して検索ボタンを押す』
※聞き手の興味によって他のキーワードを用いてもよい(Abstractあり、References・Citingsとも複数件あり、の論文が見つかるのがよい…詳細画面説明の便宜)
検索結果として、著者、論文名、掲載雑誌のタイトルや巻号等が一覧表示されます。

ここで、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)の特徴を3点、説明します。

第１に、複数のデータベースから論文情報を収録した網羅性の高いコレクションであるということ、 

第2は、本文情報を収録しているデータもあること、
第３には、論文が他の論文を引用した・他の論文に引用されたという関係を辿れること、

です。
【収録データベース】　(優先度:2)
第1の特徴、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)が複数の論文情報データベースを基にしている点について説明します。

収録している論文情報データベースの内容は、ヘルプにあります。

『ヘルプ～収録データベース一覧を開く』

※聞き手の興味によって詳細説明　(優先度:1)
※(

それぞれについて簡単に説明します。

· 電子図書館サービスは、国立情報学研究所が、国内の学協会の協力を得て作成しているものです。学協会発行の雑誌に掲載された論文の本文を、画像データ化して参照可能にしています。各学協会の提供許諾条件によって、一部の本文情報は有料です。

· 引用文献索引データベースは、自然科学分野の雑誌論文に関して、他のどんな論文を引用しているかという情報を収録したデータベースです。国立情報学研究所が作成・提供しています。

· 研究紀要ポータルは、国内の大学等で刊行される紀要類の記事情報について、各大学が共同入力して構築しています。収録内容は、本文情報があったり、大学などで公開されている本文へのリンクがあったり、書誌情報だけだったり、さまざまなケースがありますが、無料で公開されています。

· 雑誌記事索引は、国立国会図書館が収集している雑誌を元に提供しているもので、記事索引としては国内最大のデータベースです。

)※

『ヘルプ～収録データベース一覧を閉じる。』

【本文リンク】　(優先度:2)
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)の第2の特徴として、本文情報の参照があります。

論文本文の表示は、提供元学協会の許諾条件によって有料である場合があります。無料一般公開されている論文については、利用登録していない利用者でも表示させることができます。

『検索結果一覧の本文ありからリンクして本文表示』

ID登録しない利用で、有料の本文であっても、「どうしてもこの論文だけは入手したい」という場合は、その回限りのEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ペイ・パー・ビュー),PPV)決済で利用する方法もあります。ただし利用登録した方が低価格で入手可能です。

『本文リンク～本文(NII-ELS)～本文PDFとリンクして本文を表示』

このように表示されます。

【引用情報】　(優先度:2)
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)の第3の特徴は、その論文が引用している論文とか、その論文を引用した論文とかの情報を持っているデータがあることです。他から引用されることが多い論文は、重要な論文であると見なされている、と考えられます。EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)では、検索結果を「citing件数順」に並び替えることで、このような重要そうな論文を表示の先頭にもってくることができます。

『表示順を「citing件数順」に並び替え』

先に「利用登録」について触れましたが、IDを登録して使える機能がここで出てきました。登録しない利用では、検索結果は一覧表示までが可能です。一覧表示では引用情報は件数しか表示されませんが、登録利用者には検索結果の詳細表示もご覧いただけます。

『「嗅覚受容体と細胞内情報伝達機構 : 分子生物学および生理学の立場からの総合的考察」をクリックして詳細表示(Abstractあり、References・Citingsとも複数件あり)』

すると、その論文がどんな論文を引用したのか、またどんな論文に引用されたのかを一覧することができます。

『citingsタブをクリックして被引用情報を表示』

引用論文一覧から、先ほどの検索結果一覧表示と同じように論文をたどることができますので、その分野の動向を概観できます。

【引用-書誌の同定】　(優先度:2)
このような、どの論文がどの論文を引用しているか、という情報については、日本では引用文献リストの記述が充分統制されていないという事情があり、国立情報学研究所では、機械的な同定処理だけでなく、人手による同定チェックもあわせて行っています。

【書誌の同定】　(優先度:2)
複数のデータベースに同じ論文の情報が収録されていることもあります。EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)では、同一の書誌と判定される論文書誌は、ひとつのレコードに統合して表示しています。
収録元のデータベースごとに、
本文を持っているもの、論文の引用関係を収録したもの、抄録を掲載しているもの、件数が充実しているもの、
など、多様な特色をもっています。これらを統合しているため、全部の論文書誌に本文情報や引用情報が付いているわけではないのですが、逆にEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)ひとつで網羅性の高い論文情報検索を可能にしています。

※具体的なコンテンツ収録率　(優先度:1)
※(

2006年現在、
本文を参照できるのはCiNii収録論文のおよそ1/4
引用情報を収録しているのはおよそ1/10

となっています。

)※

以上がCiNiiの説明です。

※論文詳細情報表示ウィンドウは、閉じないで残しておいてください（Webcat Plusのパートで使います）。

【EQ \* jc2 \* "Font:Arial" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Arial" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)】　(優先度:3)
続いてEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)の説明に移ります。EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)は、図書や雑誌の情報を収録したデータベースです。

『http://webcatplus.nii.ac.jp/を開く。（GeNiiトップページからWebcat Plusのバナーをクリック）』

Webcat Plusの最大の特徴は連想検索機能です。これは、文章などからキーワードを自動的に判別し、関連が高いと判断された図書から順に表示する機能です。

たまたま目にして興味を持った新聞記事などについて、まとめられた図書などを探そうとするとき、従来なら自力で検索キーワードを考える手間が必要でした。また、似たような意味でも他のキーワードが使われていた場合に発見できない、という問題がありました。これらの問題を解決すべく開発されたのが、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)の連想検索エンジンです。

利用者は興味を持った文章、たとえば先ほどEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいにい),CiNii)で検索した論文の抄録を連想検索に渡すだけです。

『CiNii詳細情報表示ウィンドウで、abstractタブをクリックして抄録を表示。コピーしてWebcat Plusの連想検索に貼り付け。検索ボタンを押す』

※聞き手の興味によって、新聞記事など適当な文章を貼ってよい

※毎日新聞：http://www.mainichi.co.jp/ , 読売新聞：http://www.yomiuri.co.jp/
連想検索エンジンが検索語の中からキーワードを抽出し、図書情報に含まれるキーワードから関連度を判断、関連が高いものから順に表示します。この検索結果からより関心の深いものを選択して再検索を行うと、その関心に近い図書が上位に集まってきます。

※アドリブパート。(Webcat Plusの更新によって、検索結果は変化します)
※(

今回は○○というテーマに関係しそうなものをピックアップしてみたいと思います。

『検索結果から類似のキーワードを含むタイトルを複数チェック、検索ボタンを押す』

このように、○○に近そうなタイトルが集まってきました。

)※

また、検索結果に多く含まれていたキーワードが「関連ワード」として画面右側にリストアップされるので、気づかないでいたほかのキーワードを発見することができます。
連想検索においては、「全○件」というヒット件数はあまり重要とは考えていません。利用者の個別の興味関心に応じて再検索でトピックが集中してくること、関連キーワードを提案することなど、従来の情報検索とまったく異なった「発想を拡げる楽しい検索」がコンセプトとなっています。
【図書情報表示】　(優先度:3)
検索結果からタイトルをクリックすると、その図書の情報が表示されます。

『ピンク(所蔵)と紫(内容)、両方のアイコンがついている図書の情報を表示』

【機能をプラス、情報をプラス】　(優先度:2)
ここで歴史的な経緯を説明します。国立情報学研究所では以前から、大学図書館等の共同入力による総合所在目録データベースシステム「EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なくしす),NACSIS)-EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きゃっと),CAT)」を運用してきました。EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なくしす),NACSIS)-EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きゃっと),CAT)に収録された図書や雑誌の書誌および所在情報をWWW上で検索可能にしたのが、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なくしす),NACSIS) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat)です。このEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なくしす),NACSIS) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat)に機能や収録情報を追加したものが、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)です。
機能面での追加が、先ほど説明した連想検索です。収録情報の追加というのは、書店等で現在流通している図書についてのデータベースを取り入れたことです。国立情報学研究所では流通図書情報データベースを購入し、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)でEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なくしす),NACSIS)-EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きゃっと),CAT)のデータと統合して提供しています。

総合目録データベースは絶版図書や希少な図書まで収録している反面、新刊書に対しては収録の動きが鈍い弱点がありました。一方、流通図書データベースは最近の図書情報は豊富なものの、歴史的な蓄積には無頓着でした。性格の異なるデータベースを組み合わせることで、質・量ともに幅広い図書情報を提供することが可能になりました。

流通図書情報のデータベースからは、図書の内容や目次についての情報を採り入れています。これらの情報は、連想検索のキーワードにもなっています。

【所在情報表示】　(優先度:2)
総合所在目録データベースが持っていた主要な情報である「どの図書館にその本があるか」という所蔵情報も、(旧EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat)と同様に)参照可能です。

『所蔵図書館のリンクをクリックして所蔵図書館一覧を開く』

一覧の中から図書館名の略称をクリックすると、その図書館の正式名称や住所などの連絡先、利用案内などが表示されます。
『図書館名略称をクリックして所蔵図書館情報を開く』

これらを参照してもらうことで、実際に図書を手にとって利用する際の支援になります。

【一致検索】　(優先度:3)
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)では、従来のEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なくしす),NACSIS) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat)に慣れた人向けに「特定のこの本」という探索に対応した一致検索機能も用意しています。
『http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/equalTop.htmlを開く（Webcat Plusトップページから一致検索のボタンをクリック）』

また、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)は多言語に対応しています。

『著者に検索語「muhammad」を入力。表示順を「出版年(古い順)」に指定して検索ボタンを押す』

このように、書誌データさえ収録していればアラビア語の図書も表示可能です。

以上がEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うぇぶきゃっと),Webcat) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷらす),Plus)の説明です。

【EQ \* jc2 \* "Font:Arial" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かけん),KAKEN)】　(優先度:2)
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かけん),KAKEN)データベースについて説明します。文部科学省及び日本学術振興会が交付する科学研究費補助金により行われた研究に関して、当初採択時の採択課題データと、研究成果の研究実績報告や研究成果概要を収録しています。

『http://seika.nii.ac.jp/を開く。（GeNiiトップページからKAKENのバナーをクリック）検索語「嗅覚」を入力し、検索ボタンを押す』

検索結果が多すぎると思ったときは、さまざまな項目によって絞り込み検索が可能です。

『「研究課題」検索語「亜鉛」を入力し絞込ボタンを押す』

研究タイトルをクリックすると、研究テーマについて、各年度別の採択課題・実績報告・成果概要を通覧できます。

『「中枢神経系における亜鉛の生理的役割の解析と神経変性疾患に対する作用」をクリックして詳細表示(複数年度にわたっており、採択課題・実績報告・成果概要とも揃っている)』

初年度の採択課題と次の年のとでは、「新規」「継続」の区別をつけて収録しています。

『1997年度採択課題-1998年度採択課題、の順に表示』

研究成果については、概要や発表文献を収録しています。

『実績報告を表示、下方へスクロールダウン』

【その他の特色】　(優先度:1)
研究課題の検索のほか、研究分野・補助金の種目・研究機関などによって全体を一覧できる各種ディレクトリ機能も用意してあります。

『画面上部のディレクトリボタンを押してディレクトリ画面を開く』

※質問があったら　(優先度:1)
※(
このサービスの元になっているデータは文部科学省から提供された情報に基づいています。文部科学省提供情報の内容は研究者から提出された書類が元になっており、報告書本文はふくまれていません。EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かけん),KAKEN)サービスから報告書本文を入手することは、残念ながらできません。
)※
【DBR】　(優先度:2)
学術研究データベースリポジトリ「EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えぬあいあい),NII)-EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でぃーびーあーる),DBR)」の説明をします。このサービスでは、国内の学会・研究者・図書館等が作成した専門的なデータベースを収録し、公開しています。

学会や図書館等が作成したデータベースは、それぞれ特定の学術分野に特化したものが多く、専門性が極めて高いという特色があります。
『http://dbr.nii.ac.jpを開く。（GeNiiトップページからNII-DBRのバナーをクリック）画面上部「各データベース説明」をクリックし、データベース一覧を表示』

現在公開されているデータベースは27種類です。収録データ件数は、合計で150万件におよびます。
『DBRトップ画面に戻る。「全データベースのチェックをクリア」を押す』

DBRでは、検索対象となるデータベースを選んでの横断検索が可能です。たとえば各種文献データベースだけから検索するとか、歴史分野のものだけを検索対象にするとかいった使い方が可能です。

『「全データベースを対象」を押す』

収録全データベースを対象にすると、分野を意識せず検索を行うことになります。

『検索キーワードに検索語「嗅覚 味覚」を入力し、検索ボタンを押す』

検索結果一覧には収録データベース名が表示されるので、結果を概観して適切なデータベースを見極め 個別に検索を深める、という使い方ができます。

『DBRトップ画面に戻る。データベース名「化学センサー」～「詳細検索」とリンク』

データベース名の部分が、それぞれのデータベースの個別検索画面へのリンクになっています。

『新規ウィンドウでDBRトップ画面を開く。データベース名「霊長類学文献索引」～「詳細検索」とリンク、化学センサーと比較』

各データベースによって収録内容だけでなく、データ項目自体にも特徴があるものがあります。個別検索ではデータベースの特徴に応じた、ユニークな検索が可能です。

【終了】　(優先度:3)
これでEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えぬあいあい),NII)学術コンテンツポータル「EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じーにい),GeNii)」の紹介を終わります。ありがとうございました。
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